
報告第１７号  

 

   専決処分の報告について 

 

秦野市建築基準条例の一部を改正する条例について、別紙のとおり専決処分

したので、地方自治法第１８０条第２項の規定により報告する。 

 

  令和元年９月１８日提出 

 

秦野市長 高 橋 昌 和  





秦野市条例第５号  

 

   秦野市建築基準条例の一部を改正する条例 

 

 秦野市建築基準条例（平成１２年秦野市条例第２６号）の一部を次のように

改正する。 

 第２５条第１項ただし書中「政令第１３６条の２の技術的基準」を「防火地

域又は準防火地域内の建築物の部分及び防火設備の構造方法を定める件（令和

元年国土交通省告示第１９４号）第４第１号イに規定する基準」に改める。 

第３２条第２号中「政令第１１２条第１３項」を「政令第１１２条第１８項」

に改める。 

 

   附 則 

 この条例は、令和元年６月２５日から施行する。 
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報告第１７号 秦野市建築基準条例の一部を改正する条例新旧対照表 

新 旧 

（長屋の構造等） （長屋の構造等） 

第２５条 ３階が長屋の用途に使用される建築物は、耐火建築物

又は１時間準耐火基準に適合する準耐火構造とした準耐火建築

物で規則で定める基準に適合するものとし、４階以上の階が長

屋の用途に使用される建築物は耐火建築物としなければならな

い。ただし、重ね建て長屋の用途に使用される部分のない建築

物にあっては、準耐火建築物又は防火地域又は準防火地域内の

建築物の部分及び防火設備の構造方法を定める件（令和元年国

土交通省告示第１９４号）第４第１号イに規定する基準に適合

する建築物とすることができる。 

第２５条 ３階が長屋の用途に使用される建築物は、耐火建築物

又は１時間準耐火基準に適合する準耐火構造とした準耐火建築

物で規則で定める基準に適合するものとし、４階以上の階が長

屋の用途に使用される建築物は耐火建築物としなければならな

い。ただし、重ね建て長屋の用途に使用される部分のない建築

物にあっては、準耐火建築物又は政令第１３６条の２の技術的

基準に適合する建築物とすることができる。 

２－４ （略） ２－４ （略） 

 （大規模店舗の屋外への出口）  （大規模店舗の屋外への出口） 

第３２条 （略） 第３２条 （略） 

 (1) （略）  (1) （略） 

 (2) 階段から屋外への出口のうち、１以上の出口に至る通路部

分を準耐火構造の壁又は法第２条第９号の２ロに規定する防

火設備（政令第１１２条第１８項の規定に適合するこれらの

防火設備に限る。以下同じ。）で区画したとき。 

 (2) 階段から屋外への出口のうち、１以上の出口に至る通路部

分を準耐火構造の壁又は法第２条第９号の２ロに規定する防

火設備（政令第１１２条第１３項の規定に適合するこれらの

防火設備に限る。以下同じ。）で区画したとき。 
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   附 則  

 この条例は、令和元年６月２５日から施行する。  
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